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には英訳を付して下さい。原稿には投稿者の所属，肩書き，および連絡先（住所，電話・FAX番号，

メールアドレス）を付記し，氏名にはフリガナとローマ字表記を添えて下さい。必ずコピーを３部提

出して下さい。執筆要領は編集部宛に請求して下さい（当研究所のホームページからもダウンロード
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�採用された上，�アジア経済�に掲載された論文などの著作権は，アジア経済研究所に帰属するものと
します（したがって，他所で当該論文などを転載，翻訳などする場合は，アジア経済研究所の許諾が

必要となります）。�アジア経済�に掲載された論文などを，アジア経済研究所が全文データベース化
し，電子媒体で公開することもありますのでご了承下さい。
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